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語彙調査と電子計算機

　　　　国立国語研究所



　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じめに

　国立国語研究所は、昭和23年に設立されて　　　進めています。電子計算機による言語処理と
以来、国語や国民の言語生活に関し、諸方面　　　いう新しい課題の中で、情報処理の基底にあ
の調査研究を進めてきました。中でも、開所　　　る言語処理の問題や言語研究上の新しい問題
以来つづけている大きな仕事は、現代語の語　　などに次々に出会います。わたくしたちは、
彙調査です。これまで3回にわたって雑誌の　　語彙調査作業の中でそれらの問題を研究し、
語彙を調べ、それぞれの結果を世に報告しま　　語彙調査プログラムを次第に改善するととも
した。これらの調査結果は、現代の国語を知　　　に、それらの問題解決が情報処理一般の進歩
るための資料として各方面で役立っています　　にも寄与することを願っています。
が、これからの国語の動向を知るためには、　　　　電子計算機組織の導入に際し、諸先達から
さらに新しい材料によっていっそう大規模な　　多くのご指導とお励ましをいただきましたこ
調査を短期間に行なう必要があります。これ　　とにつき、あつくお礼を申し上げます。．ゆき
までの調査は、すべてカードと人手で行なっ　　　とどかぬ小冊子ではありますが、わたくした
てきましたので、数十万語の調査に数年を要　．　ちの電子計算機による研究業務の概要を報告
しました。これを数百万語の規模に上げて、　　　し、国語研究や情報処理に関心をもつかたが
しかも期間をかけないためには、電子計算機　　たの導きを得たいと存じます。ご一読のうえ
を使って作業をするのがもっともよいと考え　　批判・指導のおことばをいただくことができ
られます。そこで、昭和40年度に、電子計算　　　れば幸と存じます。

機HITAC3010の組織を導入して、200万語の
新聞語彙調査を始めました。漢字の入出力と　　　　　　　昭和43年2月
いう点に大きな困難があり、作業は、はじめ　　　　　　　　　国立国語研究所第四研究部長

予期したほどの速さでは進みませんが、現状
の中でできるだけの策を考えながら作業を　　　　　　　　林　　四　郎

　　　　　　彰⑤語野蕃　　一
　　　　　圃　39657ヌ
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国立国語研究所の組織と、電子計算機による言語処理業務の担当状況

　所　長　　　第一研究部　　　話しことば研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　書きことば研究室

評議員会　　　　　　　’　　　　　　　　地方言語研究室

　　　　　　　　第二研究部　　　国語教育研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語効果研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞の用語用字調査
　　　　　　　　第三研究部　　近代語研究室　　　　　　　．語彙表作成＿語彙研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　ロ　　　　　　　　へ　へへへへ　へ　　　へ　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1古代語研究室開設準備室1　　　　　　　　　　●語表記表作晟→表記法研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二資料研究室　　　　　電子計竺機　　　●用語総索引作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による言語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三資料研究室　一一一一X　　処理の実施　　　　●自動構文分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●自動単位分割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語計量調査室一　　　　　　　　　　●漢字．かな．ロ＿マ字相互変換

　　　　　　　　庶　務　部　　匡＝三］　　　　　　　　システム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　●日本文字のエントロピー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　　課一一電子計算機　　　　　　●録音文字化資料の分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　　書　　館　　　の会計管理　　　　　●言語行動のシミュレ＿ション

　　　　　電子計算機HITAC　3010昭和41年3月設置　処理装置H－304（20KC）磁気テープ装置H－382　フレキソH－177
　　　　　灘テ。タイプ沖融工業製作，召和4。年11月設置紙テープ読取りセン孔機H－321ラインプリンターH－333C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



電子計算機を導入する前に国立国語研究所が行なった語彙調査
　　　　■わたしたちが日常接している読み物には、どのくらいの範囲の単語が、それぞれ、どのくらいの程度で用いられているのだろうカも
　　　　■最初に新聞によって、小規模に、調査法を求めるための調査を行ない、以後、雑誌の語彙を調査した。
　　　　■どの調査も、ランダム・サンプリングによる標本調査である。第1研究部の書きことば研究室が調査を担当した。

　　　　　　　調べた酬　璽語数抽出比璽語数餐るり語数㌶褒　←各語欝9結果
　　　　　　　　　　　↓　　　　　　↓　　↓　　↓　　　↓　　i：訪　墾

　　　き誌昭25　　1年分　　　　　　　　　　　｛ぶ、　　iぼ墾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．とき　　　　5・なる6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：：2　　　！：㌶塁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．おく　　　　　　　　8．ある　ロロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．つける（付）　　　　9．この

　　　E総駿公論　　　　　　　　　　　　　　　　　鰐、，上，　1？：劉震戸　1．・・讐
　　　二A　改造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20’三　　　　12’それ　　　　2’い6　完
　　　羅・…1・g秋…その他　…万語　・／・・23万語　23・…語　lli・￥＃る（入）li：2（鞠　1二ま

　　　査誌；；戸‥’一一’”T㌫　　　　　　　　　i；：ξ㌔　繊し　；lkt．、れ冒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．ない　　　　　　　　8．＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．くる　（来）　　　　9・ある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．さる　　　　　　　10．その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．みる　　　　　　　11．もの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．思う　　　　　　12．よう　（様）

醜叢：家饗　　　　　　　　　　議、、行，｛㌧
　　　塞．士　ンド時の法令科学朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．それ
　　　二　恥　日　主婦の友　暮しの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．お　（御）
　　　謂九膓帖遷∴ル巖　1．6億語　1／23・53万語　・・，…語　　　　　　　　　；；：言：、来、

　　　鴫画之友…そ嬬　　　　　　　　　　　　　　　1嶽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．わたくし
　　　　　　　昭31　　　　1年分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．さん（尾）
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電子計算機による新聞の用語用字調査
■これまでに、雑誌の語彙を調査してきたので、次に、新聞の語彙を調べたい。
■語彙調査のような、量的かつ機械的な業務は、電子計算機を活用して行なうのがもっとも合理的である。昭和40年度から、HITAC　3010を設置し

　作業を機械処理方式に改めた。第4研究部の言語計量調査室、第1資料研究室、第3資料研究室が担当する。

調べたい新聞の母集団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢字表　　●総度数順層別度数っき
　　　昭和41年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢字表

1億2千瀞長単位） 。．，。前処理入，デ．，作服、処理デ．，。⌒．，デ．，作成＿理　　語彙表：購志灘欝

　　　サンプリング　　　　●標本指定　●漢テレパンチ　●プログラミング　●よみカtなつけ　●漢テレ、パンチ　●プログラム　　　　　　　　　　　　長単位表
抽出上ヒ1／6° ：：㌫：》。。、享：罐罪禦蹴。。北；る短単位・…　　≡灘羅1表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甕

　　　　　原　　　　　　　　　　人　　　　　　漢　　　　　　計　　　　　　人　　　　　　漢　　　　　　計　　　　　　テ
　　　　　資　　　　　　　　　　　　　　　　テ　　　　　　算　　　　　　　　　　　　ア　　　　　算　　　　　　1
　　　　　料　　　　　　　　　間　　　　　　レ　　　　　　機　　　　　　問　　　　　　レ　　　　　機　　　　　　プ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長単位処理　　　　　　　　　　　　短単位処理　　　　　　　　　　　　印字シート

　　　　　ご一　　　　　｛長単位・短単位とは？｛

　　　　　日本語では単語同士が複合して長い熟語を作りやすいので、欧米の諸言語に比べて単語の切れ目を
　　　　　認定するのがむずかしい。そこで、語彙調査をするときには、まず、単語認定の作業基準を作らな
　　　　　ければならない。われわれは、長短2種の単位基準を立てた。次の文例で、太線で示したのは長単
　　　　　位、細線で示したのは短単位の切れ目である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下のページで、

　　　　　　　　　　1北爆⇒綱ベトナム問幽・………　　　　　　　　芸㌶㌶

　　　　　簸欝竃篇あ竃㌔璽鐙長霊竺完竺欝竃縫蓮鑑短単位で　　　説明す・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3



①データの前処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞紙面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢字テレタイプ打，部

　　　　　　ww’一’’”lli　　　　　　：：、・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　打鍵用文字板
　　　　　　1；｛1；；111≧蕪llllllll；≧；ll．、、．標本・指室・れ・記事・ll≡1≡　　　　　　　　e　　　　　　　　（24・・字種）

　　　　　　llll榊lllllボカ汐…lilll→　　、織罪

　　　　　　；llll｛瀟lllll・∴讃；ぷ　　l　i響

　　　　　　　　　　　　　　　　G（文種）区分　　　　　　　T（話題）区分　　　S（署名態度）区分　　　P（位置）区分

　　　　　　　　　　　1．ニュース　　　　　13．相互通信　　　　1．政治　　　　　　　　1．無署名記事　　　　　　1．見出し
　　　　　　　　　　　2・ニュースの解説　　14．小説　　　　　2．外交　　　　　　　　2．通信社記事　　　　　　2．標題・欄名
　　　　　　　　　　　3・社説・コラム　　　15。一般広告　　　　3．経済　　　　　　　　3．冒頭署名記事　　　　　3．リ＿ド
　　　　　　　　　　　4・ニュース的特集記事　16．案内広告　　　　4．労働　　　　　　　　　4．外部者末尾署名記事　　　4．本文
　　　　　　　　　　　5・特別読物　　　　　17．漫画　”　　　　5．社会　　　　　　　　5．記者末尾署名記事　　　　5．情報源・署名
　　　　　　　　　　　6・評論・論文　　　　　　　　　　　　6．国際　　　　　　　　6．略称末尾署名記事　　　6．表
　　　　　　　　　　　7・実用知識読物　　　　　　　　　　　　　7．文化　　　　　　　　　7．外電冒頭記名記事　　　　7．写真・図表等の説明
　　　　　　　　　　　8・探訪ルポ　　　　　　　　　　　　　　8．地方　　　　　　　　8．社代表無署名記事　　　　8．T12に同じ
　　　　　　　　　　　9．長期ニュース展望　　　　　　　　　　　g．スポーッ　　　　　　　9．外部無署名記事
　　　　　　　　　　　10・記録・通知　　　　　　　　　　　　　10．婦人・家庭　　　　　10．T12に同じ
　　　　　　　　　　　11．紹介記事　　　　　　　　　　　　　　11．芸能・娯楽
　　　　　　　　　　　12．読者作文　　　　　　　　　　　　　　　12．広告（G14～G17）
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②入力データの作成

　　　　　　漢字テレタイプ印字部　　　　　　　　　　　　　校正作業　　　　　　　　　　　　　　　　　　修正パンチ

　　　　　．．　　（、。36499）（GIT、S，P、）＃、た→圏■■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリティービットを含むので、1列7ビット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔例〕

　　　キ＿トップの文字とペダ　　　　　　　　　　　　　　盤外漢字は、盤外字マーク　　　　　お釈迦様

　　　ルによるシフトとの関係　　鑑にな哩勃　嘉㌫澱鷲芦　　お釈◆≧町様
　　　　．。シフ，（一ダルを踏。ず）　　　取り扱いかた　　　黍撫磐搾鴬累

　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作ってある。
　　　　　　　　　下の文字
　　　　右シフト（右ペダルを踏む）
　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　右の文字
　　　　左シフト（籔：を踏む）　　　　　　　当用漢謬脹涜1弐の一㌫三かな、79

　　　　両シフト（両、ダルを・沓む）　　　国立国語研究脈戎莫　　　　纏㌫た残り　一マ字　　52

　　　　　　　　　上の文字　　　　　字テレタイプに糖　　表外評264　　　喜㌫文字｝・6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された文字・符号　　　　　　　雑誌90種の調査で　　アラビア数字　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度数が11以上あっ　　　符号　　　　　　　40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たもの　　　　　　　　　計　　　2400字
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③用語用字調査機械処理プログラムの主要なステップ　1
　　　一最初の入力から長単位表作成まで一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラーチエック　　寵位レコード　　芸一ドの排列　　㌻醇音書き
　　　　λ
　　　　力　　　　　　　　　　　●漢テレの機械ミ　　　　　データを読み、　　　　レコードの排列を　　　　各レコードの見出
　　　　将　　　　磁気　　　　スをチェック　　　　　長単位ごとにそ　　　見出し語を構成す　　　し語の最初の漢字
　　　　　イ　　　　テープ　　　●前処理でのフォ　　　　　れを見出し語に　　　　る各文字のコード　　　　について、代表音
　　　　　　、　　　　　　　　　　一マット・エラ　　　　立て、出典番号　　　の若い順に変える。　　　を調べて書きこむ。
　　　　　　プ　　　　　　　　　　ーをチェック　　　　　　層別番号を付し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たレコードを作る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　人間のミスパンチは前　　最初原文データが読み　　文字のコード順は国研　　データの漢字にはよみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　処理の校正で直される　　こまれたときは、1プロ　　漢テレ独得のコード構　　がながついていないか
　　　　　　　　　　　　　　　　　が、漢テレの機械がお　　ックが1レコードにな　　成により、五十音順で　　ら、これを五十音順に
　　　　　　　　　　　　　　　　　かす誤りは、人力で発　　っている。これを、1　　もなく、漢字部首順で　　並べることができない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　見することがむずかし　　長単位ごとのレコード　　もない、人間には不規　　漢テレコード順では検
　　　　　　　　　　　　　　　　　い。それで、プログラ　　に変えるが、その際、　　則な順序になるが、こ　　索に極めて不便である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ムにより、計算機の中　’各長単位に所属プロッ　　の排列変えによって、　　漢字データをできるだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　で誤りを発見させる。　　　ク番号と層別番号とを　　同形の長単位は同じ所　　け簡便に五十音に近い
　　　　　　　　　　　　　　　　　この調査の中でのデー　　付加して下のような形　　に集まる。　　　　　　　排列に導くために、頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　タには、形式上の約束　　式で磁気テープに書き　　　　　　　　　　　　　の漢字1字にだけ、1
　　　　　　　　　　　　　　　　　がきめてある。その約　　こむ。このとき、レコ　　　　　　　　　　　　字につき1種類ときめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　束が守られていないと　　一ドの排列は当然、原　　　　　　　　　　　　　たよみ（代表音）をつけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　き、その誤9を計算機　　文における出現順とな　　　　　　　　　　　　　る。漢字代表音台帳の
　　　　　　　　　　　　　　　　　に発見させる。　　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁気テープを作ってお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き、照合して書きこむ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　また（BO36499）（Gl丁6S2P4）農業問題（BO36499）（GlT6S2P4）　に（TO36）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一」H」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LドL－一一’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長単位レコード　　ギャップ　　　長単位レコード　　　ギヤツプ
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芸一ドの排列　　麟カウント　　麟順・・排列変え　層別麟カウント

　書きこまれた漢字　　　　同形見出し語の数　　　　簡易五十音順に並　　　　G、T、S、Pの各　　　　　　　簡易五十音順
　代表音とかなとに　　　　をかぞえ度数を書　　　んでいるしコード　　　層別法により、層
　より、五十音順に　　　　きこむ。　　　　　　　を、見出し語の度　　　ごとの度数をカウ　　　　　　長単位出典表
　排列する。　　　　　　　　　　　　　　　　　数の多い順に並ベ　　　　ントする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡易五十音順

る。この磁気テープ内　　トが最も中心的作業と　　度数順長単位表となる。　　レコードの層別番号を

容をそのままで印字す　　なる。度数の書きこま　　　　　　　　　　　　調べるごとにより、各
れば、長単位出典表と　　れた磁気テープができ　　　　　　　　　　　　層の度数をカらントし
なる。　　　　　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て書きこむ。これで長　　　　　総度数順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰曙縫羨　　　長単位表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のついたレコードが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる。磁気テープ内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でのレコードの排列順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監竺撫瓢　　　紬数順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のとができている。そ　’　　　　層別度数つき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れらを印字すれば・　　　　　　　長単位表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●簡易五十音順層別度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数つき長単位表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●総度数順層別度数つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き長単位表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができる。
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　　④データの中間処理

見出し語（漢テ．で印字す。）4P　簡易五＋音順騨位出典表　→出典表（．イ。．プ，．タで印字す、）

　　　

　　　
　　　

　　　　上のシートによみがなを記入し、短単位に区切る。

　　　短単位の区切りの線　　　

　　　i；繋∴難≧竺；：れるのは’康肱工は1　→

　　⑥短単位機械処理　　　　　　　　⑤再入力用短単位データ作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢

　　　フアイル

　　　　含　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　右ページの原稿が打鍵され、紙テープとなったもの。
8



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付加情報コード表

　　　　位置情報コード語種コード　　　品詞コード　　　　　　活用コード
　　　　　㊥単独　　　　S和語　　　　1純名詞　　　D連体詞　　　　　0無活用　　　　0動詞以外
　　　　　り前部分　　　　T漢語　　　　2連用形転成　E動詞　　　　　　F四段・五段　　　ワわ・あ行
　　　　　？中部分　　　　　U外来語　　　　3サ変語幹　　　＋動詞性接辞　　　　G上一段　　　　　ああ行
　　　　　3後部分　　　　V混種語　　　　4形動名　　　一形容詞性接辞　　　H上二段　　　　　かか行
　　　　　％情報無税　　　W語種不要　　　5形容名　　　L形容詞　　　　　　1下一段　　　　　ささ行
　　　　　　　　　　　　　　　X数字　　　　　　6非用言的接辞　P助動詞　　　　　　　J下二段　　　　　　たた行
　　　　　　　　　　　　　　　Y記号　　　　7数詞　　　　R助詞　　　　　　K変格　　　　　なな行
　　　　　　　　　　　　　　　Z語種不明　　　8固有名詞　　　X算用・ローマ数字　　M口語形容詞　　　　はは行
　　　　　　　　　　　　　　　％情報無視　　　9代名詞　　　Y記号・符号　　　　N文語形容詞　　　まま行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A接続詞　　　Z品詞不明　　　　　P助動詞　　　　　やや行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B感動詞　　　％情報無視　　　　　Q形動語尾　　　　らら行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C副詞　　　　　　　　　　　　　　％情報無視　　　　わわ行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％情報無視

　　　　　　　　　　　　　よみがなの記入され、短単位に切られた見出し語のシートと上の
y　　　1），r　　　　　　　　　　　　　付加情報コード表とから下の再入力用挨テレ・テキストを作る

　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　詩邊』　㍉霧§　単独⌒
　　　　　　　　　　　　　　　0　ど　w　い　S　　　　　　ぎ　w　い　い　い
　　　　　　　　　　　　　　　・F号￥M　　v・￥v・ir
　　　　　　　　　　　　　　　コ9；；　　㍉；eg　混種語・翻青報・
　　　　　　　　　　　　　　　　　9　9　　　1　9豆E　　動詞・品詞情報・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　鞠・活用酬・
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③用語・用字調査機械処理プログラムの主要なステップII
〈開発ずみ〉一長単位表ファイルから漢字表作成まで一

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　
　　　

　　　

　　　

　　　

　　　
　　　

　　　

　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　カード作成　　　
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⑥用語・用字調査機械処理プログラムの主要なステップ　III
　　一短単位データ入力から短単位表作成まで一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活用語表　　　　　　五＋剖『　　　　　1．活用語彙表

鮮位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短単位表　　　　　舗用語について・代表形（終
　ファイル　　　　　　　　　　　　　　活　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止形）と度数を示し変化形別の度

竺　　豊　　9　　　　　き　　　竃㌶表・　3渡数］IE短単位表
’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各見出し語別に、語種・品詞・活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用コードと度数使用率等を示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．語種品詞別語彙表（類別表）

。配、議単£≒．1。。繍、、編乏位置、。。なt’1・　llZ位。テレ　よみか・付鮮・　　　　　観出・諏ついて竺数類内
　　列　　　　　’　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順位、類内使用率等をPtす
数li・・一・11S・…　あ…か・・な・・…なく　・・・・…
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　　語彙調査以外の言語処理
　　研究と成果

　　　用語総索引作成くプログラム作成ずみ＞

　　A漢字かなまじり表記によるもの　漢テレを入出力とし、分かち書き　　やローマ字を漢字に直したりできれば日本語のデータを処理するの
　　　のしてある漢字かなまじり文データをそのまま扱って、見出し語　　にたいへん便利である。このような相互変換システムを目標にして、
　　　のもとに所属センテンスをすべて印字する。　　　　　　　　　　　まず、漢字をかなに変換するシステムを作成している。国研漢テレ
　　B．かなまたはローマ字表記によるもの　分かち書きのしてあるかな　　の盤内にある漢字2110字の音訓を辞書として磁気テープに入れておき、
　　　またはローマ字表記のデータを扱って、次のようにアウトプットす　　計算機に音訓の選び方を文脈から推定する方法を教え．選ばせるプ．
　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ログラムを作って実験中である。現在のプログラムで新聞の文章を
　　　1）センテンスごとに改行した原文　　　　　　　　　　　　　　処理した場合、成功率は固有名詞をのぞき80％程度である。
　　　2）見出し語（五十音順またはアルファベット順）に出典情報（所
　　　　　属段落、段落内の文番号、文内の語番号）をそえたもの
　　　3）KWIC方式による用語一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　漢字かなまじり文における文字のエントロピー〈プログラム作成ずみ〉

　　　自動単位切りく研究中〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢字かなまじり文一般において・ある文字の次にどういう文字が来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　るか、ある文字連続のあとにどういう文字が来るかを予測させる文

　　　盆㌶㌶亮㌶嶽、聾讐戯三二鷲鷺遼　；聾竃鷲鷲‡≧；禁㌦質鑑雰三：㌶
　　　は・この問題はつねに足元にあるので・この課題は・国語データ処　　なかったが、現在われわれが行なっている新聞語彙調査は、デ＿タ
　　　理における出発点である・そして・この課題の解決は・日本文の自　　量から見て今までにない分量のものである。この量もエントロピ＿
　　　動解析にまで進むので・国語データ処理の帰結点でもある・われわ　　の計算のために決して充分なものではないが、とりあえず材料とず
　　　れは現在・次の二つの方式で問題に迫っている。　　　　　　　　　　るに足りる。
　　　1）漢字とかなの排列上の連続確率から、切れつづきを機械的に推
　　　　　定する方式。これは方法が簡便で処理時間が短かい。　　　　　　言語行動の語彙論的・場面論的分析〈プログラム作成ずみ＞

　　　2）　1センテンス内の文字連続を・辞書の照合によって語と認定し・　　分かち書きのされたローマ字日本文データに形態音韻論的分析を施
　　　　　過不足なく認定できたら・その認定を正しいものとする・この　　したものを入力データとし、これを、発話者、発話目的や場面、コ
　　　　　認定のために文法規則が使われるので・結局文の自動解析をす　　ミュニケーションの相手等によって、用語を分類集計するプログラ
　　　　　ることになる・可能な解析結果はすべてアウトプットする・こ　　ム。最初の資料として昭和38年に松江市で行なった「国民各層の言語
　　　　　の方法は辞書と文法規則を必要とし・かつ照合回数が多大とな　　生活の実態調査」のうちの、一家族の24時間調査録音テープを用い、
　　　　　るので・処理に時間がかかり回り遠い方法だが、根本的な解決　　分析した結果が近く発表される。
　　　　　法である。
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語行動のシミュレーション〈研究中〉
　　　藁‡：芸字｝相互変換システム・実験中・　　　　合黒蕊竺寛法よ：㌫1；ぎ騰㌫ご・

　　　漢テレを使用すると、入出力に大量の労力と時間を要するので、計　　マであり、有効な方法である。いろいろな方法があろうが、文の構
　　　算機の処理スピードと大きなへだたりを生じ、能率がきわめてわる　　造や文章の構造を自動的に解析するアルゴリズムが作られれば、言
　　　い。計算機自体が漢字をかなやローマ字に直したり、反対に、かな　　語行動のシミュレーションの一つと見ることができよう。
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電子計算機による言語データ処理の展望
　　　　　　　　　　　　　　　電子計算’機による言語の各種の処理を一般に言語情報処理（Language　Dat　a　Processing）

　　　　　　　　　　　　　　　といっている。このなかには、言語研究における基礎的研究の段階にあるものもあるが、
　　　　　　　　　　　　　　　すでにかなり一般的に実用化したものもあり、他の情報処理の一部分として使用されてい
　　　　　　　　　　　　　　　るものもある。言語データ処理は、全体として未開拓な分野が多く、特に言語自身に関係
　　　　　　　　　　　　　　　した部分の基礎的な研究開発が期待されており、言語学の新分野として計算言語学（Corrr
　　　　　　　　　　　　　　　putational　Linguistics）が誕生した。前ページまでに記した国立国語研究所の諸研究は
　　　　　　　　　　　　　　　いずれも計算言語学の中にかぞえられるものだが、このページには、国語研究所では現在
　　　　　　　　　　　　　　　行なっていないが、他の各所で行なわれているもののうち、重要なテーマのいくつかをか
　　　　　　　　　　　　　　　かけ’た。

　　　言語研究　　　Lingnistics　　　　　　　　　　　　　　　が情報検索である。検索にあたっては、必要な情報をもれ．なく’抜き
　　　用語総索引の作成、用語調査、構文解析、文章解析など、言語研究　　出すために・当該分野での同義語集・類義語集・関連語集・上位’
　　　そ7し自体のために電子計算機が広く用いられている。　　　　　　　　下位概念語集（シソーラス・thesaurus）が使われることが多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、抄録や索引づけは当然付随するもので、これが一体となった
　　　機械翻訳　　　　Machine　Translation　　　　　　　　　　　　’1青報検索の自動化の研究が進められている。例えば、アメリカにS
　　　ある言語から他の言語へと、機械を用いて自動的に翻訳すること。　　　MART方式（Salton’s　Magical　Automatic　Retrieval　of　Taxasの田各）

　　　自動翻訳ともいう。言語情報処理の中では、アメリカ、イギリス、　　と呼ばれるシステムがある・

　　　4タリー・日本などで早くから研究され・一般にょく知られている　　パタン認識　　Pattern　Recognition
　　　分野であるが、言語自動分析の困難から早急に実用化される見通し
　　　はうすい．しかし、人間が前処理（pre－ed輌・）、後処理（。・・t－・di・）をし　　現在・計算機への入力に1ま・いったんキーパンチャー’の手！こよって

　　　た｝）、人間翻訳の手伝いをさせる半機械翻訳（machine　aided　　　　　紙テープかカー『ドかにさん孔されたものを用いるのがふつっで・光学
　　　tran・1・ti・n）の面で実用化を醐寺する向きもある．　　　　　　　読取（°CR）も一部で用いられているが・文字の種類等そのイ塑範囲

　　　自動抄録、自動索引づけ会：tgMZ：：　“．22　Eflgti・g　　　：鷲舞㌍㌶・肇曝㌶臓聲㌘㌻1冗喜警

　　　論文の内容を計算機に抄録させたり、記録内容を端的に示すkey　words　　による機械との会話（音声の認識と合成・音声タイプライタ）がで
　　　を抽出選定させたりすること。従来、人間がこの種の作業を行なっ　　きれば・一般事務の能率化はさらに急速に進むであろう。まだ研究
　　　てきたが、作業の均質化、将来のコストの点などから、人手にばか　　の初期にあるが・実験室の段階では・すでに実現を見つつある・

　　　り頼れず・機械による自動作業化の必要が痛感されてきた・方法と　　人間と機械との通話．Man－inachine　Communi　cation

　　　繊晶㌶罐蕊㌫；。㌫㌃念罵繋篭餐三蒜　プ・グ・ぞ言・吾を人間の言・吾に近づEtて・人吐人間に対すlt・・
　　　（au、。＿ti。　d・sc。urse　analy・i・宙によって論理的に解析する方法とがあ　に・ふつ・の≡ばで質問や命令を行≡と・計算機がそれに答え

　　　る．一般には、前者が簡便なのでよく用いられるが、本質的な解決　たり・命令を実行し奮りするようにな6＝とを目標とした研究・ま

　　　は後者にまたなければな・ない・　　　　　　　　　多㌫灘竃㌘瓢掲㌫㌻㌶二；ぶζ誕芸二
　　　新聞・速報等の自動編集　　　　　　　　　　　　　　　　　たので、質問に対する答えが時分割で同時化されつつある。その
　　　文書．報道などを自動的に編集し、組版するシステムが開発され、　　結果・大組織の中央一括管理や・教育における多数指導と個別指導
　　　実用化されている。アメリカでは新聞編集で、日本では科学技術情　　との両立に道が開けて来た・

　　　報センターの研究文献要約速報などで現に実用化してV・る。　　　　　その他

　　　情報検索　　lnf。rmation　Retrieva1　　　　　　　　　　　　教育のプログラム化、一般事務の能率化などにも・言語データ処理
　　　現代は情報の洪水時代といわれ、大量の情報を集めておき、必要な　の問題が内在する・例え］這話帳の竺集・住民台帳や名簿の作成な
　　　場合に必要な情報が抜き出せることカ・望まれる．この作業の機械化　　ど・いろ・・うな業務が電子計算機によるデータ処理の開発を待っている・
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